
○令和２年度 国立大雪青少年交流の家教育事業 

 「全国高校生体験活動顕彰制度」(地域探求プログラム) Ｒ２.６.1２（金）～３.２2（月） 

 

◆目的 オリエンテ—ション合宿を通して、ものごとを探究する姿勢、主体的に取り組む態度、課題に向き合う力

などを養成する。また、地域での実践活動においては、多様な人々と協働しながら地域にある課題解決に向

けた取組みを行うことで、地域や自然環境に愛着を持ち、新たな価値を創造する高校生を育成する。 

  

◆参加実績 北海道上富良野高等学校第１学年３１名 

 

◆プログラム 

 

１．ガイダンス（6╱12）・・・（50分） 

 事業担当職員より、本事業のねらいやスケジュールについて説明を 

受け、活動の見通しをもった。 

 

２．講話「地域づくりの実践」（6╱12）・・・（50分×2） 

 講師：青野範子氏 

講師から、地元を離れたことで地元の魅力を再認識した経験や、観光協会

等の仕事から実感している、地域づくりの楽しさと難しさについて聞くこ

とで、地域にある課題を調べようとする意欲を高めることができた。 

 

３．フィールドワーク①「地域の魅力を発見」（6╱15）・・・(50分×6) 

 講師：田中正太郎氏（ちにたふぁーむ） 

農業と観光をテーマにフィールドワークを行い、講師（地元農家、交流の

家職員）から、地域の魅力について学び、地域が抱える課題について考え

を深めることができた。 

 

４．講義・演習①「地域理解」（6╱16）・・・（50分×4） 

 フィールドワークで学んだことや考えたことを、グループごとに整理し、

プレゼンテーションを行い、さらに学びたいことを考えた。 

 

５．講義・演習②「課題解決の基礎」（8╱25）・・・（50分×3） 

 探究活動とは何かを理解した。インタビューでの情報収集の項目を 

 整理した。 

 

６．フィールドワーク②（8/31）「地域課題の探求」（農業）（観光）・・・（50分×6） 

 講師：四釜啓美氏（四釜農園）、講師：佐川泰正氏（フットパスコース） 

フィールドワークでのインタビューや体験を通して、情報を収集したり、まちの魅力や良いところを見つけた

りすることができた。 

 

７．講義・演習③「地域課題の探求」（9/1、2）・・・（50分×4） 

 ネット検索を利用する上で情報源の選び方や情報整理のコツを理解した。 

 また、地域の魅力を発信するポスター制作を通して、収取した情報を整理し、伝えたいことの明確化を行った。 

 

８ 発表①（9/9）・・・（50分×2） 

ポスターセッションを通して、自分の伝えたいことをわかりやすく説明するポイントを理解した。発表に対し

て、感想や質問を交流することで、お互いに発表内容の質を向上させることができた。 

 



 

９ 講義・演習④「行動計画の基礎」（3/10､16）・・・（50分×4） 

実践活動のためのテーマ決めを行い、行動計画の基本事項（６W３H）を理解した。 

実践活動に向けて行動計画（仮設を含む）を段階的に作成した。 

 

10 発表②（3/22）・・・（50分） 

伝えたい内容を的確にまとめ、かつ相手に応じた表現を意識的に実践した。 

発表に対して、お互いによさや気づきをフィードバックした。 

 

11 実践活動のためのガイダンス（3/22）・・・（50分） 

実践活動を実施する上での安全管理や社会のルール・マナーを理解した。 

 

            

◆事業運営・企画のポイント 

 〇学校連携型での実施のため、日程の調整やグループ分けについて、担当教員と綿密に打ち合わせた。 

  指導のポイントや個に応じた支援のあり方について共通理解のもと運営した。 

 〇感染症対策のため、すべて日帰りでの実施とした。講義や演習の際も三密を避けるために、 

  会場や机の配置を工夫したり、こまめに換気したりすることで学習環境を整えた。 

   

 

◆参加者の声 

 □上富良野について探究活動を通して新しい発見があった。 

楽しみながら地域の魅力や課題を理解することができた。  

 □オリエンテーション合宿を通じて地域に魅力や地域課題について、自分た 

ちで調べることの難しさや人に伝える楽しさを味わうことができた。 

 □オリエンテーション合宿で学んだことを来年の実践活動で活かしていき 

たい。 

 

 

◆事業の成果と課題 

 ①オリエンテーション合宿を学校連携型で実施する年間計画を確立することができた 

 ②職員だけでなく講師や教員をプログラムに応じて配置することで、アイデアの出し方や情報収集の仕方、 

情報のまとめ方について効果的に参加者を支援することができた。 

③次年度に学校で取り組む実践活動の行動計画を立てることで、探究活動に対する学習意欲を高めることがで

きた。 

 ④発表場面でのコメント交流を通して、お互いの気づきや学びを共有することが出来た。 

  

 

 

◆事業運営費    合計 125,543円 

 講師謝金・旅費 ４名  64,474円 

消耗品費 11,490円 

通信運搬費         276円  

借料損料（借り上げバス）37,455円 

 燃料費         11,848円 


